
ビジネスコンテストを通じて、広く被災地における事業提案を募集するとともに、専門

家のアドバイスや金融機関等との連携により、事業化に向けた支援を実施。

リバイブジャパンカップの開催について
（新たな起業者や復興への民間投資を促進するためのプラットフォームの構築）

被災地における
�起業促進
�民間投資促進

＜ビジネスコンテスト
の実施＞

被災地内外から
広く事業提案を募集

選考過程での専門家等からの

アドバイス、金融機関等との連携により、

事業化に向けた支援

部門：ビジネス部門（復興ビジネス・ベンチャーオープン）

※その他にも、カルチャー部門・ライフスタイル部門・ポリシー部門を用意

全体スケジュール・流れ

応募受付 一次審査

１０月１８～２０日

（書面）

二次審査

１１月１３～１５日

（プレゼン・アドバイス）

展示会

１２月１２～１４日

最終審査

１２月２２日

（表彰案件の選定）

「エコプロ展」
（東京ビッグサイト）

受賞者決定

１月１０日

表彰式
２月１４日

新しい東北
創造塾

３月２日

（起業セミナー）応募者向け
アフターフォロー

（記者発表）

８月２１日～１０月１５日
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リバイブジャパンカップ大賞案件の概要

【大賞】 ＜デジタルブックプリント株式会社＞
水産版カンバン方式魚介類の高鮮度維持輸送システ
ム

岩手県大槌町から都内外食店向けの水産物の輸送
システム（『大槌復興絆便』）として、氷の代わ
りに繰り返し使用できる高機能保冷剤と、輸送中
の温度履歴を記録するセンサータグ、保冷車でな
くても輸送可能な高機能保冷箱の活用により、産
地の復興の加速を目指す。

【大賞】 ＜一般社団法人WATALIS＞
中古着物生地によるリメイク雑貨製造販売事業

全国から寄せられた着物地を宮城県亘理町の地域
の女性達の手で加工し、『FUGURO（ふぐろ）』※

などのリメイク雑貨を製造・販売。震災で崩壊し
たコミュニティの再構築と、就労に制約のある状
況下にある女性達が自らの持つ技術を活かしなが
らより輝ける人生を歩むためのフィールドづくり
を目指す。

※かつて宮城県亘理町で返礼などの際に使用されていた、着
物の残り布で仕立てた袋「ふぐろ」を再現。特に定まった
呼称はなく、現在でも「ふくろ」がなまって、「ふぐろ」
と呼ばれている。

中古着物生地によるリメイク雑貨（FUGURO）
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